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博士論文（要約）  本文 

 

 

 

本博士論文は、単行本の形で５年以内に刊行される予定及び特別な事由により、

各章の要約を示すことで、全文の公表に代える。
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序  章 

 

 

 18 世紀後半、イギリスが世界の覇権をねらって台頭し、また欧米における信仰復興運動によ

って宣教会が新たに設立されるのに伴い、19 世紀にかけてアジアにおけるプロテスタント宣教師

の活動が盛んになった。 

アヘン戦争に際しては、中国語能力や、中国についての知識を有していたプロテスタント宣教

師は、イギリス当局者の通訳及びアドバイザーとしての役割を担った。宣教師は、外交のほかに

翻訳、教育、医療、出版などの多様な事業に携わり、イギリスとアメリカのアカデミックな場におい

ても初代中国学教授職は宣教師出身の学者が占めた。こうしてプロテスタント宣教師は、中国に

関する知識と情報の構築において、大きな役割を果たしたといえる。 

それでは、宣教師はどのようにして中国専門家になっていったのだろうか。本論文は、19 世紀

初頭からアヘン戦争開戦以前の 1830 年代までの時期に焦点を当て、プロテスタント宣教師が、

中国に関する知識や情報の基盤を築くようになった歴史的背景および経緯を解明することを目的

とする。そのために、プロテスタント宣教師による重要な事業を時代順に取り上げ、その事業が可

能になった背景と経緯を中心に論じる。  

アヘン戦争以前の時期に遡り、プロテスタント宣教師の活躍の具体像について考察するのは、

その時期から既に宣教師は中国専門家というに値する様々な研究を進めていたためである。本

論文は、プロテスタント宣教師による事業を個人の業績として捉えている従来の研究とは異なり、

19 世紀前半という時代において、宗教的活動にとどまらない宣教師の独特な役割を明らかにす

ることを目指す。さらに 19世紀における英語圏のシノロジー形成まで視野に入れることにしたい。 
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第1章 インドにおけるマーシュマンによる儒教経典英訳事業 

 

 

プロテスタント宣教師によって、19 世紀に初めて聖書全巻の漢訳および「四書五経」の英訳が

完成に至った。初めての漢訳聖書は、ベンガルのセランポールで刊行されたマーシュマン

（Joshua Marshman, 1768−1837）らによる『聖経』（1822年）とマレー半島のマラッカで刊行されたモ

リソン（Robert Morrison, 1782−1834）らによる『神天聖書』（1823 年）である。儒教経典英訳事業と

しては、マーシュマンによる『論語』（1809年）を始めとして、モリソンの『大学』（1812年）、マーシュ

マンの『大学』（1814 年）、D. コリーの「四書」（1828 年）そして W. H. メドハーストによる『書経』

（1846 年）があり、ついに J. レッグによって「四書五経」の全訳と注釈（1861−1885 年）が刊行され

た。 

第1章においては、プロテスタント宣教師による初めての中国関連の学術的業績であるマーシ

ュマンによる儒教経典英訳事業の経緯について考察する。宣教の当初においてなぜ儒教経典翻

訳に努力したのだろうか。聖書漢訳を進めた宣教師は同時に儒教経典英訳事業にも関わってい

た。こうした点に注目し、インドで事業が行われるようになった社会・政治的状況に焦点を当てな

がら分析すれば、インドでの儒教経典翻訳事業の背景や経緯が解明できるだろう。 

こうした分析の結果、マーシュマンによる学術的成果は、インド亜大陸におけるイギリス東インド

会社と緊密に関わっていたことが明らかになった。マーシュマンによる儒教経典英訳事業は、イギ

リス東インド会社の教育機関であるフォート・ウィリアム・カレッジ（Fort-William College）における

中国語教育と聖書漢訳事業の計画を背景としていたのである。 

インド亜大陸において、イギリス東インド会社は 18世紀後半から統治機関として機能するように

なり、公務担当の職員養成のため、カルカッタにフォート・ウィリアム・カレッジが 1800 年に設立さ

れた。カレッジでは、統治に必要な東洋諸言語の教育の実施とともに、英国国教会司祭である学

長と副学長の主導のもとで、東洋諸言語への聖書翻訳事業も推進された。 

イギリスは 1793 年、マカートニー使節団を北京へ派遣して中国との貿易の拡張を図ったことが

あり、さらにベンガルのイギリス領は清の領域と近接していたため、商業・外交・政治的な面にお
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いて重要であった中国語の教育も計画された。そのため、マカオ生まれのアルメニア人ラサール

(Joannes Lassar)が教員として雇われ、中国語の教育を図ると同時に、聖書漢訳事業にも着手した。 

しかし、中国語クラスの学生募集は失敗に終わり、また、1806 年にインド総督と対立関係にあっ

たイギリス東インド会社の取締役会によってカレッジの縮小命令が出された。さらに、同年には、

宗教的要因からヴェールール反乱が起こり、新たな紛争の原因となりかねない東洋諸言語への

聖書翻訳事業が中止されるに至った。こうした社会的・政治的状況のなか、中国語教師ラサール

は、バプテスト派の宣教拠点のあるベンガルのセランポールで、カレッジ関係者の監督のもと、宣

教師の子供を対象として中国語教育を行うと同時に、マーシュマンとともに聖書漢訳事業を進め

るようになった。 

儒教経典の英訳事業は、ヴェールール反乱を契機として聖書翻訳事業に対し批判的な声が

高まっていた社会的雰囲気のなか、新任のインド総督の後援を得る方案として、宣教とは距離を

置いた一般的な学術活動として計画された。総督は、宣教活動を厳しく禁止しながらもイギリスに

とって中国語教育が有用であることを認識し、セランポールにおける中国語教育と儒教経典英訳

刊行を奨励した。 

こうして 1809 年に刊行されたマーシュマンによる『論語』訳は、主に中国語分析に焦点を当て

た中国語学習書となり、それは当時のイギリス東インド会社政府の要望に応じた研究成果であっ

た。聖書の漢訳を目指し中国語を学んでいたマーシュマン個人にとっても、『論語』訳を通して中

国語と中国文化についての理解を深めることができ、聖書漢訳に役立つ事業であった。  
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第 2章 モリソンとイギリス東インド会社――中国語学習工具書の刊行 

     

                 

モリソンとマーシュマンは中国語研究や聖書翻訳事業において協力しながらも、ライバル的関

係にあった。聖書漢訳や儒教経典英訳そして中国語研究において、マーシュマンがモリソンに先

んじているが、今日ではモリソンの業績が重んじられている。それは、モリソンが中国の地を踏ん

だ最初のプロテスタント宣教師であり、初めて漢英・英漢字典を完成させ、確固たる評価を得てい

るからであろう。 

第 2 章においては、イギリス東インド会社の広東商館の職員を務めたモリソンの役割に焦点を

当てながら、いかなる経緯で英漢・漢英字典などの中国語学習書を作成するようになったのかを

考察する。そのため、まず宣教師として派遣されたモリソンが、宣教活動に否定的であったイギリ

ス東インド会社の広東商館の職員として働くようになった背景や経緯を分析する。それとともに、

広東商館における中国語教育の実態を考察した上で、モリソンによる中国語文法書（1815 年）や

字典（1815−1823年）、会話集（1816年）など中国語学習書についてそれぞれ分析する。 

モリソンが中国で活動していた時期には、イギリス東インド会社は円満に貿易活動を行うことを

第一に考え、宣教活動に反対していた。また、清朝のキリスト教布教の禁止とマカオにおけるポル

トガルのカトリック司祭の妨害により、プロテスタント宣教師としての定住は不可能であった。一方

で、イギリス東インド会社の広東商館は、マカートニー使節団の北京訪問をきっかけとして、中国

語学習の必要性をより強く認識し、英語による中国語学習書を切望していた。 

こうした状況のもと、宣教師として派遣され、中国語習得に専念していたモリソンは、通訳および

中国語教師として広東商館に雇われ、当時第一の中国通であった広東商館の職員ストーントン

（George T. Staunton）と商館の管貨人委員会の後援を受け、字典編纂などの中国語学習書作成

を担当するようになる。他方、広東商館は、フォート・ウィリアム・カレッジのシステムと同じく、中国

語学習者に対する業務の軽減や、通訳の仕事と中国語への翻訳物に対するボーナス支給など、

中国語学習促進のための奨励策を施した。さらにイギリス東インド会社は、マカオに印刷施設を

導入し、字典などの中国語学習書と、中国語を学ぶ職員による翻訳物の印刷を支援し、中国語
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の習得に役立つ環境を整えた。 

モリソンによる代表的な中国語学習工具書には文法書、字典、会話集、そして中国に関する基

本知識を用語で学習できるようにした中国概説書（1817 年）があった。それらは、平易な文章で

書かれ、また広州やマカオでの商業や生活に関わる例文が多く含まれており、特に、東インド会

社の広東商館の中国語学習者を想定して書かれたものであった。 

こうして入門者向けの中国語学習工具書は、宣教師としての任務というよりは、イギリス東インド

会社の後援のもと、広東商館における職務からもたらされた成果であった。中国に関する知識の

習得においてまず必要なことは、中国語の習得である。文法書や字典、会話集などあらゆる中国

語学習工具書を具備するようになったことは、中国に関連する情報や知識習得を容易にする道を

拓いたと評価できる。 
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第 3章  マラッカにおけるアングロ・チャイニーズ・カレッジの設立 

          

 

イギリス東インド会社のフォート・ウィリアム・カレッジにて中国語教育の試みがあり、カレッジの

後援のもと、バプテスト派宣教師の拠点であったセランポールで中国語教育が実施されたのは、

第 1 章で考察した通りである。その後、中国語教育機関として設置されたのは、マラッカのアング

ロ・チャイニーズ・カレッジ（Anglo-Chinese College）であった。当時、広州やマカオでは、欧米人

が中国語教師を雇用して中国語教育を受けることや中国語の印刷事業を行うことは違法とされて

いた。アングロ・チャイニーズ・カレッジは、欧米人が自由に中国語を学ぶことができる初めての専

門教育機関であったことから、その歴史的意義は注目に値する。 

カレッジに関するこれまでの研究は、イギリス人の中国関連知識の習得に有益であったという

社会的・政治戦略的な観点よりは、教会学校の始まり、もしくは中国の近代教育の始まり、または

東西文化交流といった観点から論じている。しかし、こうした見方はカレッジに対する現代的時点

からの評価であり、19 世紀初期の歴史的文脈を看過している問題点がある。設立者として知られ

ているモリソンは、広東商館で中国語教育と通訳を務めるイギリス東インド会社の職員であって、

イギリス東インド会社との関連性に焦点を当て、設立の背景と経緯について分析する必要がある。 

そこで、第 3 章においては、まずは、マラッカでのアングロ・チャイニーズ・カレッジ設立の背景

を考察するため、モリソンと宣教師ミルン（William Milne, 1785−1822）が、マラッカを宣教基地に

決めるに至った経緯を分析する。その上で、マラッカにおける小学校設立とともに、アングロ・チャ

イニーズ・カレッジが設立された過程、そして設立後援者について論じる。最後に、カレッジに対

するロンドン宣教会および現地のイギリス東インド会社関係者の立場についてそれぞれ考察する。 

こうした分析の結果、マラッカにおける教育機関設立において、イギリスの貿易ネットワークにつ

ながる広州、ペナン、マラッカ、インドにおけるイギリス東インド会社関係者による積極的協力があ

ったことが明らかになった。 

 中国では西洋人の居住や印刷、宣教活動が制限されていたため、中国以外の地域で中国宣

教の拠点を探す必要があった。そのため、モリソンの協力者として派遣された宣教師ミルンが、
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1814 年にジャワとマラッカへの巡回訪問を行い、中国に近く、周辺地域の中国人に接することが

容易であったマラッカを拠点に定めた。巡回訪問が可能であった背景は、当時、イギリスがマラッ

カを既に支配し、さらに 1811 年にジャワを獲得して以降、勢力を拡張させていた状況にあったこ

とであり、また、広東商館の職員を始めとして、現地のイギリスの官僚が援助したためであった。 

小学校の開設も、マラッカとペナン、インド亜大陸におけるイギリス東インド会社政府の官僚の

支援のもとで実施された。それは、マラッカの統治に関わっていた現地のイギリス当局の後援を得

ながら、宣教師が中国系住民の教育を担当したものであった。アングロ・チャイニーズ・カレッジも、

イギリスのペナン政庁やマラッカの駐在官、広東商館の支援を受け、現地事業として設立された

教育機関であった。イギリス東インド会社が商業的・政治的に中国語や中国に関する知識を必要

としていた事情のもとで、中国関連の専門教育機関として設立されたものだったのである。 

当初、中国人伝道師の養成機関ではなく、一般高等教育機関の設立をめざしたことは、当地

のイギリス政庁関係者の支持を得る基盤となった。そして、モリソンをはじめ、特に中国との貿易に

直接に関わっていた広東商館側が主導して設立資金を集めた。また、広東商館を含む現地の東

インド会社関係者は、カレッジがイギリス東インド会社とイギリスにとって有益であると好意的に報

告した。 

東南アジアでのイギリスの勢力拡張による中国人移住民の統治、中国との貿易や外交におけ

る中国語と中国に関する高度な知識、およびその人材養成の必要性こそが、インド亜大陸からペ

ナン、マラッカ、そして広州に至る地域のイギリス勢力が、カレッジの設立に協力した理由であっ

た。支配者イギリス人の数が少ない植民地において、イギリス当局者と宣教師は互いを必要とする

存在であって、東インド会社関係者は、カレッジの設立を支援した一方で、宣教師は教育実務を

担当するようになったのである。これは、宣教師が、中国や周辺地域に関する知識や情報の獲得

において先駆的な役割を果たすことになる道を開いたといえる。 
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第 4章  プロテスタント漢訳聖書の刊行 

 

 

ヨーロッパ人にとって最も難しい言語の一つとして知られていた中国語の聖書が、19 世紀にお

いて初めて完成した。第 3 章までは、儒教経典英訳や中国語学習工具書の刊行、そしてアング

ロ・チャイニーズ・カレッジ設立といった非宗教的な事業を中心に考察したが、第 4 章ではプロテ

スタント宣教師にとって第一の任務とされた聖書漢訳事業という宗教的活動について分析する。 

儒教経典の英訳、文法書や字典の編纂事業においては、イギリス東インド会社の許可および

後援を必要としていたが、それは、聖書翻訳事業でも同様であった。インド亜大陸における東洋

諸言語への聖書翻訳事業が、フォート・ウィリアム・カレッジというイギリス東インド会社政府機関の

後援下で始まったことは、第 1章において考察した通りである。 

19 世紀初期から始まった聖書漢訳事業の背景を考察するにあたり、まずはイギリスから東洋へ

の宣教師派遣が合法化されるようになった経緯について解明する。東洋への宣教師派遣は合法

的ではなかったため、マーシュマンはインド亜大陸におけるイギリス領ではなく、デンマーク領で

あったセランポールを宣教拠点と決めた。モリソンも、イギリス東インド会社からの許可証を得られ

ず、アメリカを経由しアメリカ商船で中国に渡らなければならなかった。そこで、東洋への宣教師

派遣の合法化について論じる必要があろう。加えて、聖書の漢訳・印刷・頒布事業を長期間にわ

たり援助した英国聖書協会（British and Foreign Bible Society）は、いかなる機関であったのかに

ついて分析する。その上で、19 世紀前半、マーシュマンやモリソンらが、インドと、広州・マラッカ

において、聖書漢訳事業をそれぞれ如何にして進めていったかを、印刷と頒布事業を含めて考

察する。 

漢訳聖書の完成が可能になった主な背景としては、イギリスにおけるイギリス東インド会社に対

する 1813年の法改定に関わっていることに注目すべきである。フォート・ウィリアム・カレッジで東

洋諸言語の聖書翻訳事業を主導した副学長ブキャナン（Claudius Buchanan, 1766−1815）による

一連の著書は、大きな反響を呼び起こし、インド亜大陸における英国国教会の設立とキリスト教布
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教に関する問題が本格的に議論されるようになるきっかけとなった。同時に、英国国内における

福音主義運動による強い要請があり、これらの動きのなか、イギリス東インド会社の特許権更新に

当たる 1813年の法改定に際して、東洋植民地への非国教徒の宣教師派遣が合法化されるように

なり、聖書翻訳事業も活発になる道が開かれた。 

フォート・ウィリアム・カレッジで東洋言語への聖書翻訳事業が推進されていた時期に当たる

1804 年には、英国においても英国聖書協会が設立された。当初、英国聖書協会の上層組織は、

国教会主教と国教徒有力者からなり、その有力メンバーには元インド総督、ボンベイ知事、インド

総督、東インド会社の役員といった東洋統治関係者が含まれていた。国教会の理念のもとで設立

されたフォート・ウィリアム・カレッジの上層部と英国聖書協会は、協会設立以前から緊密な関係に

あり、両機関は、インドにおける東洋言語の聖書翻訳事業について互いに議論しながら事業を推

進した。1811 年からは、フォート・ウィリアム・カレッジで成立したカルカッタの聖書協会をはじめと

して、インド亜大陸における各地の聖書協会も、イギリス人現地有力者の主導のもとで相次いで

設立された。こうして当時の東洋諸言語への聖書翻訳事業は、イギリス植民地政府関係者の監督

下に置かれていたのである。 

英国聖書協会がマーシュマンとモリソンの両者に援助するようになった経緯は以下の通りであ

る。当初、聖書漢訳事業は、フォート・ウィリアム・カレッジにおいて、東洋諸言語の聖書翻訳事業

の一つとして推進され、カレッジと聖書協会の監督と支援のもと、バプテスト派宣教師マーシュマ

ンがカレッジの中国語教員として雇われていたラサールとともにセランポールで行っていた。中国

語ができる人材が不足している状況のもとで、英国聖書協会は、中国におけるモリソンによる聖書

漢訳事業に対しても援助することを決めた。こうした状況のなか、両者にはより完全な翻訳文を完

成させるため、作業進展の状況や訳文を共有しながら協力して事業を進めることが求められた。

聖書漢訳事業は、インドと中国・マラッカでそれぞれに進められたものの、実際には国教会の指

導者と政治有力者らの監督と支援のもとで行われた一つの事業であったといえよう。 

英国聖書協会の援助対象には漢訳聖書の頒布事業も含まれていて、マカオや広州において

モリソンやミルンらにより秘密裏に配布されはじめ、やがてマラッカ、ジャワおよびスマトラ、シンガ

ポールなどの東南アジア宣教拠点を中心として、それらの周辺地域にも頒布された。1830年代に



１１ 

 

入ると、中国の北部沿岸地域にまで頒布事業が試みられた。こうした事業は、宣教師が関連地域

の事情について理解を深めてゆく機会でもあったといえる。 

聖書漢訳事業は、宣教師や中国語教師、印刷工、頒布者など、多数の人材と多額の資金を要

する大事業であり、19世紀における漢訳聖書の完成は、資金力、影響力、政治的・宗教的権威を

持つ英国聖書協会が監督し、長期間にわたり援助したことではじめて可能になったのである。そ

して、中国語の知識を有していた非国教徒の宣教師は、聖書漢訳・印刷・頒布事業において、主

要な人材としての役割を果たしていたのである。  
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第 5章 『チャイニーズ・レポジトリー』の刊行 

 

 

1830年代に入ると、中国における宣教はモリソン 1人が担ったのではなく、ドイツ人 K. F. A. ギ

ュツラフとともにアメリカ人宣教師が加わるようになった。これらの宣教師は多様な活動を展開し、

定期刊行物の編集、医療および教育施設の設立、そして中国に関する著書の出版などの事業を

行った。 

第 5章においては、こうした宣教師の活動のうち、中国関連の情報収集において最も重要な役

割を果たした中国初の英文月刊誌である『チャイニーズ・レポジトリー』（Chinese Repository, 

1832−1851）刊行の背景について論じる。 

『チャイニーズ・レポジトリー』刊行の背景を解明するため、まず広州の欧米コミュニティにおける

1830 年代の変化に焦点を当て、後に編集者を務めることになるアメリカ人宣教師が派遣されるよ

うになった経緯と、イギリスの自由貿易商人が大きな勢力として台頭するようになった経緯につい

て分析する。こうした分析を経た上で、『チャイニーズ・レポジトリー』の内容と、アヘン戦争以前ま

での主要寄稿者についてそれぞれ考察する。 

アメリカを経由して中国に到着したモリソンは、宣教初期からアメリカのキリスト教界との関係を

形成し、アメリカ人宣教師の派遣を要望していた。その理由は、中国と紛争を起こしていたイギリス

とは異なり、アメリカ人に対しては清朝官僚の監視が比較的緩かったからである。 

こうした状況のもとで、1820 年後半からアメリカ海外宣教会と協力関係にあったモリソンは、アメ

リカ人商人とキリスト教徒共同体を結成し、彼らとともに、アメリカ海外宣教会に対して宣教師の派

遣を要請した。その結果、1830年からアメリカ人宣教師が派遣され、また印刷機もアメリカからもた

らされた。さらに、イギリスの 1833 年の法改定によるイギリス東インド会社の対清独占貿易の廃止

とともに、広州の欧米人コミュニティにおいて自由貿易商人が一大勢力として台頭するようになっ

た。 

こうした変化のなか、広州の欧米人コミュニティでは以下のような事業が活発となった。一つは、

新聞・雑誌刊行事業である。中国との開かれた貿易を望んだ自由貿易商人が、商業的利益や政
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治的意見を表明するために貿易新聞の刊行を後援し、『カントン・レジスター』をはじめとする定期

刊行物が相次いで刊行された。こうした状況のもとで、『チャイニーズ・レポジトリー』が、アメリカの

オリファント商会の支援を受けつつ広州のキリスト教徒商人と宣教師の協力のもとで発刊された。

ほかに、有用知識普及会やモリソン教育協会、医療宣教協会といった団体が貿易商人の支援で

結成されたが、これらの事業において宣教師は実務を担当していた。 

以上の如く、1830年代には、広州の欧米人コミュニティで情報交換のネットワークが形成されて

いた。そして、宣教師と商人は各人の得意分野で記事を投稿し、『チャイニーズ・レポジトリー』を

通じて、外交、商業、言語、宗教などあらゆる中国関連の情報や知識が体系的に集積されていっ

た。 
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結 論 

 

 

1. アヘン戦争以前におけるプロテスタント宣教師の活動の意味 

 

以上、本論文では、19 世紀のプロテスタント宣教師が、いかなる経緯から中国関連の知識を構

築するのに極めて重要な役割を果たしたのかについて解明するため、宣教師による主要な事業

を取り上げ、その事業が可能になった背景を中心に論じた。 

まずプロテスタント宣教師が活動しはじめた時代の背景を述べると以下の通りである。 

19 世紀初頭からアヘン戦争の開戦に至るまでの時期は、イギリスがインド亜大陸を超え、東南

アジアから中国へとその勢力を拡げていた時期に当たる。また、イギリス本国においては、信仰復

興運動に伴い 18 世紀末からバプテスト派宣教会やロンドン宣教会などの宣教団体が設立され、

非国教徒の宣教師が東洋植民地および貿易拠点に派遣されはじめた。当時、現地のイギリス東

インド会社政府は、宣教活動に対しては否定的な態度であったが、中国語ができる人材が不足し

ているなか、宣教師を頼りにするに至った。 

アヘン戦争の半世紀足らず前の 1793 年のマカートニー使節団派遣に際しては、中国語の通

訳を担当できるイギリス人は一人もいなかったが、19 世紀に入り、非国教徒の宣教師によって翻

訳、字典や文法書などの中国語学習書の編纂、教育機関の設立、学術誌刊行などの一連の事

業が進められ、中国に関する情報の集積とともに、人材不足の状態が大きく変化していった。 

宣教師は、聖書漢訳事業や宣教活動のために中国語や中国に関する知識を増やす必要を感

じていたのに加え、現地イギリス人有力者からの後援と保護も不可欠であり、特に学術的活動を

通して、現地当局との信頼関係を形成することができた。宣教師らは、現地のイギリス当局の必要

に自ら応じた面があったのである。 

宣教師が、情報収集と植民地建設の人材として用いられたのは、イギリスの中央政府の政策に

よるものではなく、東洋現地におけるイギリス人有力者の判断によるものである。19 世紀前半にお



１５ 

 

けるプロテスタント宣教師による中国知識の集積・普及は、貿易拠点における中国情報の必要性

に基づいて、現地のイギリス人有力者が宣教師に依拠したことに起因していたのである。 

アヘン戦争以前におけるプロテスタント宣教師の活動の歴史的意義は以下のように整理できる。 

宣教師は、中国知識の収集と体系化において開拓者的な役割を果たした。言語の習得は、相

手国の思想、文化、習慣、歴史、政治、軍事、社会、民族性など多くの側面を把握する手段となる。

インド亜大陸における植民地政策と知識形成の関係について論じた研究者コーン（Bernard S. 

Cohn）が述べるように、インドの征服は、知識の征服であり、言語についての知識は、インド人に

命令しコミュニケーションをとり、さらに情報を収集する手段となった。中国に当てはめると、そのよ

うな言語の征服を通じた知識構築の基礎は、現地イギリスの当局が宣教師を活用することで築か

れたのである。そして蓄積されてきた情報と知識により、イギリスは、アヘン戦争の開始時点にお

いて、既に有利な立場に置かれていたといえる。 

 

2. アヘン戦争とプロテスタント宣教師 

 

アヘン戦争の時期に、中国語や中国関連の知識を用いて活躍した宣教師は誰であったのかを

整理してみよう。 

モリソンの息子 J. R. モリソン（John Robert Morrison）は、イギリス政府の貿易監督官の通訳と

なり、アヘン戦争の際に、全権大使 H. ポッティンジャーに雇われて、南京条約の締結に大きく寄

与した。ギュツラフは、イギリス貿易監督官の通訳として働き、アヘン戦争中には、英軍司令官の

通訳と顧問となり、イギリス軍が定海と寧波を占領した際には、定海の知県と寧波の知府となり、

南京条約の締結にあたっても貢献した。J. R. モリソンの没後には、後任として香港総督の通訳お

よび書記官を務めた。 

英国聖書協会から東アジア地域の担当として派遣されていたレイ（George T. Lay）はアヘン戦

争の際に通訳の一員となり、アヘン戦争の後には広州の初代領事となり、その後、福州や廈門で

領事を務めた。息子H. N. レイ（Horatio Nelson Lay）も、第 2次アヘン戦争（アロー戦争）の際に、

通訳として活動し天津条約（1858年）の締結に寄与した。 
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ロンドン宣教会の W. H. メドハーストは、宣教地ジャワから離れ、イギリス全権大使を助けて南

京条約の締結に一役買い、後には、上海のイギリス領事の顧問としても働いた。同名の息子メド

ハーストもアヘン戦争の際に中国語担当の書記官を務め、その後、福州領事をはじめとして、上

海、杭州、漢口で領事を務めた。 

マラッカで活動した宣教師ミルンの息子W. C. ミルン（William Charles Milne）は、1858年に福

州の領事館で通訳を務め、1861 年に北京にイギリス公使館が設けられると、中国語副使に任命

され、公使館の通訳見習生の教育を担当した。 

以上の例のように、イギリスと中国との初期の外交関係において、プロテスタント宣教師やその

息子が大きく関わっていた。 

 

3. 英国におけるアカデミック・シノロジーの二つの源流 

 

最後に、イギリスの学術界におけるシノロジー成立について概観し、知識構築において、プロテ

スタント宣教師が大きく寄与したことを確認する。 

当初、イギリスの大学で中国学が成立する以前、1825 年に東洋言語の教育機関としてラングウ

ィッジ・インスティチューション（Language Institution）が設立された。当時、一時帰国していたモリソ

ンがその設立に関わり中国語教育を担当した。こうした試みは、後に英国の大学でも中国学が開

講される出発点となったといえる。 

その後、中国学を開設したのは、ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン（University College, 

London）であり、宣教師出身のキッド（Samuel Kidd）が、1837年に就任し、5年間務めた。 

ついで、中国学が開設されたのは、1829 年に設立された国教徒の大学であるキングス・カレッ

ジ・ロンドン（King’s College, London）である。香港政庁の公務員であったフィアロン（Samuel 

Turner Fearon）が 1847 年に初代中国学教授となり、1852 年まで務めた。後任は、香港に設立さ

れたイギリス国教会の聖パウロ書院の教員であったサマーズ（James Summers）が担当した。1873

年からは、領事を務めたことがあるダグラス（Robert Kennaway Douglas）が 1905年まで在任した。 
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一方、 キッドの後、長らく空席となっていたユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドンでは、中国人斉

玉堂が 1860年に中国学教授として就任し 1年間務めた。その後、1873年になって外交業務から

引退していたホールト（Henry F. Holt）が就任した。1877 年からは、多年にわたり英国海軍のチャ

プレンを務めた英国国教会の牧師ビール（Samuel Beal）がその地位を引き継いだ。 

  こうして 1820年代に設立された新しい二つの大学に中国学が開講されたが、設立当初は、宣

教、または外交の分野で働く人材養成という目的が大きかった。 

そしてついにオックスフォード大学とケンブリッジ大学においても中国学が開設された。アング

ロ・チャイニーズ・カレッジの校長を務め、香港で儒教経典（「四書五経」）の英訳と注釈を刊行し

たロンドン宣教会出身のレッグ（James Legge）が、1876年にオックスフォード大学の初代教授に就

任し、1897 年まで在任した。ケンブリッジ大学では、中国で数十年間働いた外交官のウェイド

（Thomas F. Wade）が 1888 年に初代中国学教授になり、その地位は、1897 年に、やはり駐清外

交官出身のジャイルズ（Herbert A. Giles）に引き継がれた。 

  上記のようにイギリスの伝統的な二つの大学で、中国現地で働いたことがある宣教師出身の学

者と外交官出身の学者によってそれぞれ中国学が設けられた。このようにイギリスには二つのシノ

ロジーの源流があるが、アヘン戦争以前から始まるプロテスタント宣教師による研究成果が、現地

のイギリス官僚による中国語や中国研究の基盤になったと理解すべきである。    
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& Co., 1884. 

Branner, David Prager, “The Linguistic Ideas of Edward Harper Parker”, Journal of the American Oriental 

Society, Vol. 119, No. 1 (1999), pp. 12–34. 

Bridgman, E. C., & Williams, S. W., General Index of Subjects Contained in the Twenty Volumes of the 

Chinese Repository with an Arranged List of the Article, 1851 (Reprinted, Tokyo: Maruzen, date of 

publication not identified) 

Bridgman, Elija C., “Chinese Version of the Bible”, Chinese Repository, Vol. 4, No. 6, 1835, pp. 249–260. 

Bridgman, Eliza J. Gillett (ed.), The Pioneer of American Missions in China: The Life and Labors of Elijah 

Coleman Bridgman, New York: Anson D. F. Randolph, 1864. 

Browne, George (comp.), The British and Foreign Bible Society, From its Institution in 1804 to the close 

of its Jubilee in 1854, Vol. 2, London: The Society’s House, 1859. 

Buchanan, Claudius, Memoir of the Expediency of an Ecclesiastical Establishment for British India: both 

as the Means of Perpetuating the Christian Religion among our own Countrymen, and as a Foundation 

for the Ultimate Civilization of the Natives, London: T. Cadell and W. Davies, 1805.  

Buchanan, Claudius, Colonial Ecclesiastical Establishment: A Brief View of the State of the Colonies of 

Great Britian and Her Asiastic Empire in Respect to Religious Instruction. To which is added, A Sketch 

of Ecclesiastical Establishment of British India, London: Cadell and Davies, 1813. 

Buchanan, Claudius, Two Discourses and a Sermon to which added Christian Researches in Asia, Boston: 

Samuel T. Amstrong, 1811 (reprinted). 

Buchanan, Claudius, Christian Researches in Asia: with Notices of the Translation of the Scriptures into 

the Oriental Languages, Cambridge: John Smith, The University Press, 1811.  

Buchanan, Claudius, Christian Researches in Asia: with Notices of the Scriptures into the Oriental 

Languages, to which is added, Rev. Melville Horne’s Sermon, preached in London, June 4, 1811, 

Boston: Samuel T. Amstrong, 1811. 

Buchanan, Claudius, The Works of the Rev. Claudius Buchanan L. L. D, Baltimore: Neal and Wills, 1812. 

Buchanan, Claudius, An Apology for Promoting Christianity in India: Containing Two Letters Addressed 

to the Honourable the East-India Company Concerning the Idol Juggernaut, and a Memorial, presented 

to the Bengal Government in 1807, in Defence of The Christian Mission in India, London: T. Cadell 



２４ 

 

and W. Davies, 1813. 

Buchanan, Claudius, Apology for Promoting Christianity in India, Boston: Nathaniel Wills, 1814. 

Calcutta Auxiliary Bible Society, Contributions Towards A History of Biblical Translations in India, 

Calcutta: J. Thomas, Baptist Mission Press, 1854. 

“Catholic Churches in India”, The Bengal Catholic Herald, Vo. 2, No. 1 (Jan. 1842), Calcutta: P. S. 

D’Rozario and Co., 1842, pp. 2–3. 

Candlin, George T., “A History of Chinese Literature”, The Monist, Vol. 11, No. 4 (July, 1901), pp. 616–

627. 

Chalmers, John, “Sketch of The Canton Protestant Mission: The London Missionary Society’s Mission in 

Canton”, The Chinese Recorder and Missionary Journal, Vol. 7, No. 3, 1876, pp. 174–203. 

Collie, David, The Chinese Classical Work Commonly Called the Four Books, 2 vols., Malacca: Mission 

Press, 1828. 

Cotton, Henry, A Typographical Gazetteer, Oxford: Oxford University Press, 1831.  

Davis, John F., A Commercial Vocabulary, Containing Chinese Words and Phrases Peculiar to Canton 

and Macao and to the Trade of Those Places, Together with the Titles and Addresses of All the Officers 

of Government, Hong Merchants, &c. &c., Macao: East Asia Co. Press. 1824.  

Davis, John F., The Chinese: A General Description of the Empire of China and Its Inhabitants, 2 vols., 

London: Charles Knight, 1836. 

Douglas, Robert Kennaway, The Language and Literature of China: Two Lectures Delivered at the Royal 

Institution of Great Britain in May and June, London: Trübner & co. 1875. 
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Legge, James, The Sacred Books of China: The Texts of Confucianism, F. M. Müller (ed.), The Sacred 

Books of the East, Vol. 3 & 16, Vol. 27 & 28, Oxford: Clarendon Press, 1879, 1885. 

Lindsay, Hugh. H., Report of Proceeding on a Voyage to the Northern Ports China in the Ship Lord 

Amherst, London: B. Fellowes, 1833. 

Marjoribanks, Charles, Letter to the Right Hon. Charles Grant, President of the Board of the Control, on 

the Present State of British Intercourse with China, London: J. Hat hard and Son, 1833. 

Markham, Clements R., Narratives of the Mission of George Bogle to Tibet, and of the Journey of Thomas 

Manning to Lhasa, London: Trübner and Co., 1876.  
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論文の内容の要旨 

 

 

本論文は、プロテスタント宣教師が、アヘン戦争以前の時期において、中国関連の知識を構築

するのに極めて重要な役割を果たしたのは、いかなる経緯によるものだったのか、という問題の解

明を目指すものである。そのために、プロテスタント宣教師による中国関連の主要事業を時代順に

取り上げ、その事業が可能となった背景を中心に考察する。 

まず、第 1 章では、プロテスタント宣教師による最初の中国関連の学術的成果として、J. マーシ

ュマンによる『論語』英訳刊行の経緯を分析した。特に、なぜインドで中国に関する研究が始まった

のかという点に注目し、マーシュマンの活動は、イギリス東インド会社の教育機関と深い関係があっ

たことを明らかにした。 

18 世紀後半からイギリス東インド会社はインドの統治機関として機能するようになり、1800 年に

は、公務員養成のため、フォート・ウィリアム・カレッジが設立された。カレッジでは東洋諸言語の教

育とともに、国教会司祭である学長と副学長の主導のもと、東洋諸言語への聖書翻訳事業が進め

られた。その一環として、政治、外交、商業の面で必要とされた中国語の教育、そして聖書漢訳事

業も計画され、マカオ生まれのアルメニア人 J. ラサールが教員として雇われた。だが、当時、インド

総督と対立関係にあった東インド会社の取締役会がカレッジの縮小命令を出し、さらに宗教的要

因からヴェールール反乱（1806 年 7 月）が起こると、新たな紛争の原因となりかねない聖書翻訳事

業は中止された。こうした社会的・政治的変化のなか、カレッジ関係者の監督下で、バプテスト派宣

教師マーシュマンがラサールとともに、宣教拠点セランポールで聖書漢訳事業を進めた。 

儒教経典の英訳事業は、ヴェールール反乱を契機として聖書翻訳事業に対し批判的な声が高

まっていた社会的雰囲気のなか、新任のインド総督の後援を得る方案として、宣教とは距離を置い

た一般的な学術活動として計画された。こうして 1809 年に完成した『論語』訳は、主に中国語分析

に焦点を当てた参考書として東インド会社の要望に応じた成果となり、マーシュマン個人にとっても、

聖書漢訳のために必要な中国語学習と中国文化の理解に役立つ仕事であった。 
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第 2章では、1807年に初めて来華したロンドン宣教会の宣教師 R. モリソンが、いかなる経緯で

字典（1815–23）や文法書（1815）、会話集（1816）などの中国語学習書を作成するに至ったのかに

ついて、イギリス東インド会社との関係に焦点を当てながら論じた。 

東インド会社の広東商館は、1793 年のマカートニー使節団の北京訪問以降、中国語教育の必

要性を強く認識し、中国語学習書を切望していた。こうした状況のもと、聖書漢訳事業のために中

国語を学んでいたモリソンが、商館において通訳と中国語教育を担当しながら、字典や文法書な

どの編纂作業を行なった。商館は、フォート・ウィリアム・カレッジに倣い、中国語学習者に対する職

務軽減や、通訳業務と中国語翻訳物に対するボーナス支給など、中国語教育の促進策を施した。

そして東インド会社はマカオに印刷設備を導入し、字典などの中国語学習書や商館職員による翻

訳物を印刷できる環境を整えた。 

文法書、字典、会話集は、主に平易な文章で書かれており、また広州やマカオでの商業や生活

に関わる例文を多く収録し、東インド会社の中国語学習者を想定して作成されたものであった。モ

リソンの学術的成果は、宣教師としての任務というよりは、中国語学習の基本書を必要としていた

当時の東インド会社の要望を満たそうとする商館の業務のなかで積み重ねられたものだったので

ある。こうした中国語学習工具書の具備は、中国に関する知識および情報を得る手段となる言語

の習得を容易にする道を拓いたといえる。 

第 3章では、モリソンの協力者として派遣されたW. ミルンが、マラッカにアングロ・チャイニーズ・

カレッジを設立（1818–20）するに至った経緯を分析し、中国に関連する情報収集や人材の養成が、

マラッカをはじめとする中国以外の地域で進められた事情を明らかにした。 

当時、中国では西洋人の居住や印刷、宣教活動は制限されており、中国以外の地域に宣教拠

点を設ける必要があった。その準備のため、1814 年、ミルンがジャワとマラッカへ巡回旅行を行い、

その結果、マラッカが拠点に定められた。このとき、巡回訪問が可能となったのは、イギリスが 1811

年にジャワを占領して以降、中国および中国系移住民に関する情報や、統治手段としての現地人

教育を必要としていたイギリス人現地官僚らの協力があったためである。こうした背景のもと、小学
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校やアングロ・チャイニーズ・カレッジは、インド亜大陸からペナン、マラッカ、広州に至る貿易ネット

ワークを担うイギリス人現地有力者の承認と協力を得て、地域的な事業として着手されたのであっ

た。カレッジ設立の趣旨として、伝道師養成機関ではなく、中国関連の専門教育機関を目指したこ

とは、現地の東インド会社関係者の支持を幅広く得る基盤となり、その設立のための募金は、特に、

モリソンを含む東インド会社の広東商館関係者が主導して進められた。カレッジに対し、現地の東

インド会社関係者は、中国及びその周辺地域の情報収集と研究の場としての役割を期待する一方

で、ミルンを含む宣教師らは、教育実務を担当することを通じて知識や情報を増やすことになった

といえる。 

第 4章では、インドと広州・マラッカにおいて、聖書漢訳事業がそれぞれ進められた背景と経緯、

そしてその印刷や頒布事業について考察した。特に英国聖書協会とインド亜大陸を含む東洋貿易

拠点における聖書協会の設立について分析し、当時の聖書漢訳事業とは英国国教会指導者およ

び東洋統治関係者の監督下に置かれた事業であることを考察した。 

東洋諸言語の聖書翻訳事業を主導したフォート・ウィリアム・カレッジと英国聖書協会のメンバー

は、協会設立以前から緊密な関係にあり、当初、聖書協会は国教会と国教徒有力者を中心とする

組織であった。その有力者メンバーには元インド総督、ボンベイ知事、インド総督、東インド会社の

役員など東洋植民地統治関係者が含まれており、カルカッタをはじめとする各地の聖書協会も、イ

ギリス人現地有力者の主導のもとで設立されたのであった。 

人材不足のなか、聖書協会はモリソンらの事業を後援することになり、聖書漢訳事業は、インドと

広州・マラッカで同時に別々に進められるようになった。しかし、結局のところ、この両者は、国教会

の指導者と有力者の監督下で一つの事業として行われたと見なすのが妥当である。こうして聖書

協会から援助を受けた宣教師は、中国語の聖書をついに完成させた（インドでは 1822 年刊、マラ

ッカでは 1823 年刊）。さらに、聖書頒布事業を通じて、宣教師らは東南アジアおよび中国沿海地

方の中国人に接する機会を得、関連地域の事情に詳しくなっていった。 

第 5 章では、中国に関する情報収集において最も重要な役割を果たした中国初の英文学術誌
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『チャイニーズ・レポジトリー』（Chinese Repository, 1832–51）刊行の背景を、1830 年代における広

州の英米人コミュニティの変化に注目しながら明らかにした。 

1830年代に入ると、中国での宣教はモリソン 1人が担ったのではなく、K. F. A. ギュツラフ、およ

び後に『チャイニーズ・レポジトリー』編集者となるアメリカ人宣教師が加わった。同時に、イギリス東

インド会社の対清独占貿易の廃止（1833 年）により、自由貿易商人が広州の欧米コミュニティで一

大勢力として登場した。彼らは、自分たちの商業的・政治的意見を表明するために、『カントン・レジ

スター』をはじめとする定期刊行物を相次いで刊行した。こうした変化のなか、『チャイニーズ・レポ

ジトリー』もアメリカ人商人の支援によって発刊された。ほかに、有用知識普及協会やモリソン教育

協会、医療協会といった団体が貿易商の支援の下で結成され、宣教師はその実務を担当した。こ

うして、広州の欧米人コミュニティでは情報交換のネットワークが形成されていたのである。宣教師

と商人らは各人の得意分野の記事を『チャイニーズ・レポジトリー』に投稿し、外交、商業、言語、宗

教などあらゆる中国関連の情報や知識が集積されていった。 

以上のように、アヘン戦争以前、イギリスの東洋貿易拠点における宣教師による活動は、漢文か

ら英文への儒教経典翻訳事業、欧文から漢文への聖書翻訳事業、字典や文法書などの中国語学

習工具書の刊行、カレッジ設立といった教育事業、定期刊行物の刊行など広範囲にわたっており、

そのいずれも現地有力者の監督や協力のもとで実現するに至った。未知の中国についてのこうし

た探究は、単なる学術的活動にとどまらず、政治的な機能があり、一連の事業を通じて蓄積されて

きた情報により、イギリスはアヘン戦争の際に有利な立場に置かれていたといえる。 

宣教師としては、聖書漢訳事業や宣教活動のために中国語や中国に関する知識を身につける

という宗教的責務に加えて、イギリスの臣民として現地当局の必要に応じることにより、情報の収集

と体系化において開拓者的役割を果たすことができた。また、専門的知識を持つがゆえに、その

後、欧米のアカデミックな場における初めての中国学教授職も宣教師出身者が占めるに至った。 

以上のような歴史的経緯から、英語による中国関連の知識構築において、プロテスタント宣教師

が極めて重要な役割を担うことになったのである。 


